したく 思います。 そうして、 この 要求が 意識的な もの 

である だけ、 その 融合 を も 意識的に 企画し 努力せ ねば 

なりません。 

例えば 戦争と いうよう な 場合 は、 国民と 国民と が I 

I その 代表で ある 国家と 国家と が —— 戦争す るので、 

それが 個人 及び 世界人 類の 幸福と なる 結果 は 既往に も 

まれ 

甚だ 稀に しかなかった のです。 殊に 今日は 腕力の 延長 

である 戦争、 野蛮 時代の 遺習で ある 戦争に 由って 国民 

なんぴと 

生活の 利益 を 計る 事の 不法に 何人も 目の 覚めない 時代 

ではありません。 そして 戦争が 最早 国民生活の 利益に 

なる のでな いこと もこの 度の 大戦 争で 明白に なり まし 



ます あ ふ 

水 を 一 升桝に 入れよう とすれば 必ず 溢れます。 一 斗桝 

に 入れて こそ 初めて 安全で あるよう に、 人類 生活の 目 

的 を 専ら 個人 生活の 中に 収め、 国家 生活の 中に 入れよ 

うとして 如何に 圧搾しても、 圧搾 すれば する ほど 溢れ 

出さずに 置きません。 その 無理な こと は 解って ぉリま 

す。 人類 生活 は 最も 拡大され た 容器で ある 博愛 的 人道 

的 世界主義の 中に 入れ て ， J そ 初めて 安全 を 得る ， J とが 

出来ます。 

私たち は 歴史的、 地理 的、 生産 的、 政治的の 差別の 

自然 的 必要から、 国民と しての 協同 自治 機関で ある 国 

家 を 尊重し 擁護し ます。 しかし 人種的の 差別 は 最早 国 



顧みず、 この 第二の 目的の ために 国民 自身の 他の 二つ 

の 生活 —— 個人的 及び 世界的 生活 —— を も 犠牲に する 

事に なれば、 それ は 愚かに も 国民生活 を 偏重して 唯一 

絶対の 価値 ある ものと し、 それが 或 限定され た 正当な 

目的 を 持った 容器で ある こと を 忘れて、 その 中に 一切 

の 人間 生活 を 収めよう、 圧搾しょう とする 無理な 仕方 

である 以上、 世界の 平和 は 勿論、 結局、 国民 自身の 平 

和 を も 破らずに は 置きません。 私 はこの 意味から、 純 

正 個人主義と 世界人 類 主義と を 背景と しない 国家主義、 

言い 換れば 個人の 愛 (個人の 道徳) と 世界人 類の 愛 (世 

界 人類の 道徳) と を 裏切った 国家主義に 反対し ます。 



ふり をし、 同僚の 閣臣 も、 貴 衆 両議院 も、 政党 も、 教 

育界も 一 般 社会 も 平然とし てこれ を 看過して おります _ 

寺 内、 後藤 二 氏 非なる か、 三 宅 博士 是な るか、 それ を 

明らかにする ことなくして、 この 一国の 風教に 関係 あ 

る 重大なる 問題 は、 軽々 に 取扱 われて しまう のです。 

しかし 人の 母た る 私たちに 取って は、 こういう 事実が 

新聞紙 上に 現れる ごとに、 言い 知らぬ 不快と 公憤と を 

感じます。 母の 心に も、 子供た ちの 心に も、 大官 とな 

るに 従って、 あくまでも 利己的 生活 を 遂げる ために、 

如何なる 非 倫 不徳の 行為 を 重ねても —— それ は 一 般人 

に対して は 小学の 修身 読本 において すら 厳禁 さ れてぁ 



た 教育者 の 例に 教育界 の 如何な る 名家 を 引証す る h J と 

を も 辞しません。 かの 人た ち は 皆 利己主義 的 生活 また 

は 個人主義 的 生活に 余りに 忠実であって、 それ以上の 

ひきょう 

高級な 生活への 飛躍に 卑怯で あるので す。 

各種の 教育 雑誌に 現れる 議論に おいて 教育の 統一 と 

独立 と を 主 張す る の に 勇気 ある 教育者た ちが、 どうし 

て、 現代 教育の 本義に 考えて お 門違いな 陸軍 的 精神の 

掣肘 を 受ける 兵式体操 を 拒絶し な いのでしょう か。 

私 は 軍人の ために こそ 兵式体操の 必要 を 認めます。 し 

かし 普通教育に は 正当な 目的が あります。 小学 や 中学 

において (大学に おいて は 勿論) 軍人と いう 一部の 特 



ず、 侵略 主義 征服 主義の 覇王 的な 御 精神 は 少しも _ 窺 

うこと が 出来ません。 日本の 軍人の 目的 は 正大です。 

文明 諸国から 独逸の 国民皆兵 主義と 混同され るよう な 

危険な 施設 を、 特に 好んで 今後の 教育に 添加す る 必要 

はありません。 

臨時 教育 会議と いう ものが 内閣に 直属して 現に 開催 

されて おります。 これな ど は 戦後 経営の 予備 行動と し 

て 計画され たの だとい いますから、 私 は 母た る 義務と 

しても 最初から これに 注意 を 払おうと したので すが、 

その 議員の 多数の 顔 触 を 一 見した だけで 既に 莫迦々々 

しいと いう 気がする のでした。 小 松原 氏 平 田 氏と いう 



な 教育 上の 対 現代的 見識 も 持たずに —— 即ち 基礎と な 

る 正大な 見識 も 持たずに —— 高等学校 を 甲と乙と 二種 

設ける 程度 の 、 姑息な 学制 の 改変に 留まる よ うな 教育 

会議に、 私たち は 大した 信頼が 払われましょう か。 こ 

れ に対して 実力 ある 抗議が 教育界から 起らない の を 見 

て も、 教育者た ちの 平生の 不平 や 改革 意見が 甚だ 頼 も 

しくない、 微温な、 物 蔭の 泣 言 や 大言壮語に 過ぎな く 

なって しまいます。 (一九 一八 年 一月) 

(『太陽』 一九 一八 年 一月) 
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